
EBSシリーズ

『災害対応型 LPガスバルク供給システム』（災害バルク）とは、災害時に電気やガス等の供給網が途絶した場
合でも、貯蔵されている LPガスにより、エネルギー供給を可能とする、耐震性や安全性に優れた災害対応型
の「LPガス供給システム」です。
災害時には、避難所等で電気、給湯、炊き出し、冷暖房等の提供が可能になります。

災害時にも、ガス・電気・空調等が使えるので安心！

導入例：電源確保や空調の稼働継続に活用

電　気 空　調 給　湯 調　理
LP ガス発電機と
組み合わせて電力を確保

LPガス空調と
組み合わせて冷房・暖房

給湯器を使用して、
お風呂やシャワーを

調理機器を利用して、
温かい食事を提供

高齢者福祉施設で、電力確保に活用

災害バルク 980kg

災害バルク 980kg

（約 550 ㎡の体育館）

LP ガス発電機 50kVA

停電対応型ガス空調
60 馬力分

体育館）

エアコン×２ 給水ポンプ×１ エレベーター×１

照明×30

エアコン 照明 コンセント

痰吸引器×30

避難所となる学校体育館の空調を整備

※記載内容は想定上の使用例です。施設の状況や機器によりバックアップ可能な台数等は異なります。

器を利用して、
食事
を利用して、
事を提供

（型式：EBS-980T）

（型式：EBS-980Y）
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※補助金の最新情報は執行団体HPをご確認ください。

補助対象となる設置施設

災害バルクの導入には、補助金も活用できます！

①災害発生時に避難場所まで避難することが困難な者が多数生じる施設・・・医療施設、福祉施設等
②公的避難所（地方公共団体が災害時に避難所として指定した施設）・・・自治体庁舎、公立学校等
③地方公共団体が認知した一時避難所となり得る施設・・・商業施設、宿泊施設、工場等

・LPガス発電機　
・空調機器（GHP）
・燃焼機器（コージェネレーション、炊き出しセット、給湯器等）
・簡易スタンドユニット
※上記補助対象設備等を設置することで、電気・都市ガス・水道が全て止まっ
た状態にある災害時に LPガスの貯蔵上限量５０％に対し、３～７日間対応可
能となることが申請に際しての必須条件

※LPガス配管設備・設置工事費および電気配線設備・設置
　工事費は対象外 (常用・非常用に関わらず）
※既存設備の撤去費用は補助金対象外

LPガス災害バルク等の設備購入費と設置工事費

●お問い合わせは

LPガス災害バルク貯槽

OR

シリンダー容器
※50kg容器の場合は６本以上

LPガス災害バルク等 燃焼機器

補助対象設備

補助対象経費
①避難困難者が生じる施設……１／２以内
　 ※中小企業者が運営する場合は２／３以内
②公的避難所……１／２以内
③民間の一時避難所……１／２以内

補助率

①一申請あたり上限１千万円……バルク・シリンダー容器及び LPガス供給設備のみ
②一申請あたり上限３千万円
　１．バルク、シリンダー容器及び LPガス供給設備＋LPガス発電機ユニット
　２．バルク、シリンダー容器及び LPガス供給設備＋LPガス空調機器ユニット
　３．バルク、シリンダー容器及び LPガス供給設備＋LPガス燃焼機器ユニット
　４．バルク、シリンダー容器及び LPガス供給設備＋LPガス簡易スタンドユニット
③一申請あたり上限５千万円……②の１と２の同時に設置する場合

補助金の交付限度額

災害時に備えた社会的重要インフラへの自衛的な燃料備蓄の推進事業費補助金

上記①～③の対象施設に設置する機器等

災害バルクの詳しい情報はこちら！
https://www.itokoki.co.jp/products/disaster-response/bulk-lpgas/ 

※令和６年度本予算のみ対象

※令和６年度本予算のみ対象

令和５年度補正予算・令和６年度本予算
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